エンビライナー工法　施工見積条件記入用紙
　　　　　　　　　　　　　　　  　　　   エンビ・ホリゾン推進協会 事務局

　　　　　　　　　                        　 TEL ０３－６８９１－３４５８　FAX ０３－６８９１－３４６２ 　令和　　年　　　月　　　日　　　　　　    E-mail:info@envi-horizon.gr.jp　　　　　　

	 見積書宛先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 　　　　　　　　　　　　　　　　
 貴社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX 　　　　　　　　　　　　　　　　
 ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　
        〒
 ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 E-mail:     　　　　　　　　　　　　　　　　   　　                                     



工事件名       　　                 　　　         　　工期(発注時期)    　　               

送付条件： FAX,     郵送、　　e-mail、　　　　　　　備考：　      　　　　　　　　　 　　
	方　　式
	1.オーガ方式一工程式  　　　　  2.泥土圧方式一工程式

	①使用機種

(立坑区分)
	S1：φ1.5m　　 S2：φ2.0m 　　S3：3.5m×2m　　 S4：4m×2m　　 S5：4.4m×2.4m 

S6：φ2.5m(φ500)　　　　　　 S7：3.5m×2m(φ500) 

	②管種
	P：SUSR-VP 　　M：SUSR-VM  　 S：SSPS

	③呼び径(mm)
	1：φ150     　　2：φ200     　3：φ250　     　 4：φ300 
5：φ350      　 6：φ400     　7：φ450       　 8：φ500
注)管径φ150用は対応部材が必要となりますがφ150用アタッチメント(対応部材)所有業者は北海道地区に1社のみの所有となります。

	④土質
	A：砂・シルト・粘性土 ( 0＜N値≦10)

B：砂・シルト・粘性土 (10＜N値≦30)

C：硬質土、礫混り土(N値≦50)

D1：軟岩(qu≦ 20N/mm2)

D2：硬岩(qu≦ 70N/mm2)
	E1：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/5) 《低水位：E1～E3 》

E2：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/4)     被水圧≦0.02MPa
E3：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/3)　   透水係数≦10-4cm/sec
F1：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/5) 《高水位：F1～F3 》

F2：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/4)     被水圧≦0.06Mpa
F3：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/3)　   透水係数≦10-2cm/sec

	
	透水係数
	       　　cm/sec
	被水圧
	    　　     kPa(kgf/cm2)

	⑤総推進延長
	　　　　　　　ｍ

	⑥スパン数
	　　　　　　　ｽﾊﾟﾝ
	⑦発進立坑数
	　　　　　　　ケ所

	⑧止水器の有無
	W0：無  　 　W1：有

	⑨掘削添加材の有無
	JO：無　(オーガ方式)   　J1：有　(泥土圧方式)

	⑩先導管 一体回収
	　　　　　　回
	⑫既設人孔到達の有無

無 ・ 有    　　  回

	⑪先導管 分割回収
	　　　　　　回
	

	⑬地域区分
	　　　　　　　　都道府県　　　　　　　　　　　市町村

	⑭地域補正
	T1：通常    T2：豪雪　  T3：北海道
	⑮作業区分
	D ：昼間 　 N：夜間

	⑯山留鋼材の区分

（発進立坑）
	K1：ライナープレート 2.7　　K2：ライナープレート 3.2  　　K3：軽量鋼矢板

K4：鋼製ケーシング 　　　K5：鋼矢板Ⅱ型　　　  K6：鋼矢板Ⅲ型

	⑰発生土処分の区分
	1：ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ使用     2：ﾊﾞｷｭ-ﾑ車使用

	⑱機器ﾌﾟﾗﾝﾄ配置方式
	1：定置式（一般） 2：車上ﾌﾟﾗﾝﾄ式
	⑲電源方式
	1：受電式　 2：発動発電機式

	⑳管材費の有・無
	1：含まない　 2：含む

	  備考
	 


